
歌
の
周
辺

昭
和
62
年
の
作
。
こ
の
と
き
四
十
六
歳
、
私
は
ず
っ
と
市
川
市
に
住
み
、

都
内
の
出
版
社
に
勤
め
て
い
た
が
、
老
境
の
親
に
会
う
た
め
に
毎
年
夏

と
正
月
に
は
郷
里
・
愛
媛
に
帰
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
夏
、
帰
郷
し
て
近

所
を
散
歩
し
て
い
た
時
、
道
ば
た
の
木
で
鳴
い
て
い
た
蟬
が
ふ
と
鳴
き

止
ん
だ
の
で
、「
お
い
、
セ
ミ
く
ん
。
僕
は
こ
の
町
の
出
身
だ
よ
。
恐

が
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
気
持
ち
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

鳴
い
て
い
た
の
は
ご
く
普
通
の
ミ
ン
ミ
ン
蟬
だ
っ
た
。
蟬
は
少
年
時
代

か
ら
親
し
ん
で
き
た
小
動
物
で
あ
る
。�

（
高
野
公
彦
）



【
鑑
賞
】ふ
る
さ
と
の
木
で
蟬
が
鳴
い
て
い
る
。
懐
し

く
て
近
づ
け
ば
蟬
は
黙
る
。
昔
の
友
に
拒
ま
れ
た
よ

う
に
寂
し
い
。「
そ
ん
な
に
恐
く
な
い
さ
」
と
蟬
に

語
り
か
け
る
と
き
、
心
も
空
間
も
一
瞬
、
少
年
時
代

に
戻
る
。
目
の
前
の
蟬
は
少
年
時
代
の
蟬
で
あ
り
、

少
年
時
代
の
象
徴
で
も
あ
る
。
下
句
の
口
語
が
柔
ら

か
く
深
く
胸
に
響
く
。
郷
愁
と
戻
ら
な
い
遥
か
な
少

年
時
代
へ
の
思
い
が
切
な
く
滲
む
。�

（
河
合
育
子
）

高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
53

ふ
る
さ
と
の
木
に
近
づ
け
ば
蟬
黙
る
そ
ん
な

に
恐
く
な
い
さ
僕
だ
よ

―
『
水
行
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）



ふるさとコレクション―224
樫原史跡公園（京都市西京区樫原）
　樫
かたぎ

原
はら

廃寺跡は京都市西南部の長岡丘陵東麓に位置し、白鳳時代
に建てられ平安時代中期に廃絶した古代寺院跡で、国指定の史跡で
す。昭和42年の発掘調査により花崗岩の礎石が見つかり、八角形
の瓦積み基壇の塔跡の存在が確認されました。八角塔を中心に南側
には基壇を持つ中門が検出され、南面回廊や東側・西側には築地が
巡らされていた塀跡もありました。遺構の検出状況と現状の地形か
ら、中門・塔・金堂・講堂などが一直線上に並ぶ四天王寺と同様の
伽藍配置であったと推定されます。
　寺の名が不明だったため、地名からこの名称になり、復元された
八角塔基壇を中心に周辺一帯が史跡公園となっています。きれいな
芝生が広がり、春には満開の桜の下でお弁当を広げる家族をよく見
かけます。子供の遊び場としても危険が少なく、バドミントンやキ
ャッチボールをする親子もいます。犬の散歩にも最適で、犬を囲ん
で飼い主の雑談サークルもできているようです。
　この公園の奥、小高いところにあるベンチはちょっとした展望ス
ポット。樹々の梢の間から京都市街を見渡すことができます。遠く
に見える京都タワーを眺めながら「静かなる心を欲りてこの夜ふけ
ちさき朱蠟に燈をともしたり」（『忘我亭の歌』）を思い出していた
のでした。� （写真・解説：奥山祈梨子）
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